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農
水
省
は
１１
月
１０
日
、
２３

年
度
農
林
水
産
関
係
補
正
予

算
案
を
公
表
し
た
。
政
府
は

こ
の
予
算
案
を
今
国
会
に
提

出
し
、
早
期
成
立
を
目
指

す
。
総
額
は
８
１
８
２
億
円

で
、
前
年
の
８
２
０
６
億
円

を
や
や
下
回
る
。

食
料
安
全
保
障
の
強
化
に

つ
い
て
は
２
１
１
３
億
円
を

あ
て
、
水
田
の
畑
作
化
に
よ

る
、
麦
や
大
豆
な
ど
の
国
産

化
を
促
す
。
ま
た
、
生
産
者

の
急
減
に
備
え
た
生
産
基
盤

の
構
造
転
換
と
し
て
、
ス
マ

ー
ト
農
業
技
術
の
開
発
等
を

推
進
す
る
。

物
価
高
騰
等
の
影
響
緩
和

対
策
に
１
０
０
１
億
円
を
計

上
し
、
施
設
園
芸
等
燃
料
価

格
高
騰
対
策
、
和
牛
肉
需
要

拡
大
対
策
な
ど
に
充
て
る
。

概
要
は
次
の
と
お
り
。

①
食
料
安
全
保
障
の
強
化

に
向
け
た
構
造
転
換
対
策

水
田
の
畑
地
化
や
畑
地
化

後
の
一
定
期
間
の
支
援
「
畑

地
化
促
進
事
業
」
に
７
５
０

億
円
。
堆
肥
の
高
品
質
化
、

ペ
レ
ッ
ト
化
に
必
要
な
施
設

整
備
の
た
め
の
「
肥
料
の
国

産
化
・
安
定
供
給
確
保
対
策
」

に
６８
億
円
。
飼
料
の
生
産
に

必
要
な
施
設
整
備
等
の
た
め

の
「
飼
料
自
給
率
向
上
緊
急

対
策
」に
１
３
０
億
円
な
ど
。

②
物
価
高
騰
等
の
影
響
緩

和
対
策

物
価
高
騰
等
の
影
響
を
受

け
た
農
業
者
等
が
円
滑
な
資

金
の
融
通
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
た
め
の
「
金
融
支

援
対
策
」
１
０
０
億
円
。
物

価
高
騰
で
需
要
が
減
退
し
た

和
牛
肉
の
需
給
の
改
善
を
図

る
た
め
の
「
和
牛
肉
需
要
拡

大
緊
急
対
策
」
に
５０
億
円
。

③
「
総
合
的
な
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等

関
連
政
策
大
綱
」
に
基
づ
く

施
策
の
実
施

輸
出
産
地
・
事
業
者
の
育

成
・
展
開
に
「
グ
ロ
ー
バ
ル

産
地
生
産
流
通
基
盤
強
化
緊

急
対
策
」
に
７４
億
円
。
畜
産

ク
ラ
ス
タ
ー
に
よ
る
生
産
基

盤
の
維
持
・
強
化
に
「
畜
産

ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
」
２
９
１

億
円
な
ど
。

④
持
続
可
能
な
成
長
に
向

け
た
農
林
水
産
施
策
の
推
進

品
目
の
実
情
に
応
じ
た
生

産
性
向
上
、
需
要
拡
大
等
の

た
め
の
「
水
田
活
用
の
直
接

支
払
交
付
金
」
１
１
０
億
円

な
ど
。

⑤
防
災
・
減
災
、
国
土
強

靭
化
と
災
害
復
旧
等
の
推
進

今
年
の
５
〜
７
月
の
豪
雨

等
に
よ
る
災
害
被
害
に
「
災

害
復
旧
等
事
業
」
７
４
４
億

円
な
ど
。

主
な
重
点
項
目
は
下
図
。

全
国
開
拓
農
業
協
同
組
合

連
合
会
（
全
開
連
）
は
１０
月

２７
日
、
東
京
・
市
ヶ
谷
の

「
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
」

で
第
７５
回
通
常
総
会
を
開
催

し
た
。

第
７５
年
度
（
２２
年
８
月
１

日
か
ら
２３
年
７
月
３１
日
ま

で
）
事
業
報
告
、
貸
借
対
照

表
、
損
益
計
算
書
な
ど
を
承

認
し
、
第
７６
年
度
事
業
計
画

策
定
な
ど
の
議
案
を
原
案
ど

お
り
可
決
、
決
定
し
た
。

の
り
つ
ね

冒
頭
、
新
津
賀
庸
会
長
が

挨
拶
し
、
「
２０
年
７
月
の
豪

雨
に
よ
り
球
磨
川
が
氾
濫

し
、
人
吉
食
肉
セ
ン
タ
ー
並

び
に
ゼ
ン
カ
イ
ミ
ー
ト
㈱
が

被
災
し
ま
し
た
。
あ
れ
か
ら

３
年
余
、
各
方
面
の
協
力
を

得
て
、
よ
う
や
く
先
日
、
工

場
を
再
稼
働
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え

に
ご
協
力
頂
い
た
関
係
各
位

の
お
か
げ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

農
業
・
畜
産
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
依
然
と
し
て
大
変

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

全
国
の
開
拓
の
同
志
と
組
織

が
力
を
合
わ
せ
こ
の
難
局
を

乗
り
越
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

本
会
は
、
会
員
・
生
産
者

か
ら
信
頼
さ
れ
る
、
魅
力
あ

る
組
織
と
な
る
よ
う
役
職
員

一
丸
と
な
り
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
」
と
表
明
し
た
。

続
い
て
、
農
水
省
畜
産
局

企
画
課
総
括
課
長
補
佐
の
林

康
之
氏
と
、
農
林
中
央
金
庫

食
農
法
人
営
業
部
食
農
金
融

部
長
の
奥
田
康
一
郎
氏
が
来

賓
挨
拶
を
行
っ
た
。

次
に
、
議
長
に
三
瓶
開
拓

酪
農
農
協
代
表
理
事
組
合
長

の
西
谷
悟
郎
氏
を
選
任
し
て

議
事
に
移
っ
た
。

第
１
号
議
案
＝
第
７５
年
度

（
２２
年
度
）
事
業
報
告
、
貸

借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、

注
記
表
、
剰
余
金
処
分（
案
）

及
び
附
属
明
細
書
承
認
に
つ

い
て
―
が
上
程
さ
れ
、
圷
代

表
監
事
の
監
査
報
告
を
受
け

て
、
賛
成
多
数
で
原
案
ど
お

り
承
認
し
た
。

第
２
号
議
案
＝
７６
年
度

（
２３
年
度
）
事
業
計
画
設
定

に
つ
い
て
、
第
３
号
議
案
＝

７６
年
度
を
初
年
度
と
す
る
第

１２
次
中
期
３
ヵ
年
計
画
設
定

に
つ
い
て
、
第
４
号
議
案
＝

７６
年
度
理
事
及
び
監
事
の
報

酬
に
つ
い
て
―
も
賛
成
多
数

で
原
案
ど
お
り
承
認
し
た
。

最
後
に
、
今
期
で
退
任
す

る
平
木
勇
理
事
が
挨
拶
で
、

「
１３
年
間
、
様
々
な
開
拓
者

に
出
会
い
、
苦
労
話
を
聞
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
苦

し
い
今
こ
そ
、
協
同
組
合
の

理
念
・
原
点
に
戻
っ
て
、
時

代
は
違
え
ど
も
、
先
人
た
ち

に
負
け
な
い
よ
う
に
開
拓
の

同
志
が
力
を
結
集
し
て
い
っ

て
ほ
し
い
。

設
立
か
ら
７５
年
、
全
開
連

は
開
拓
者
を
導
い
て
い
く
聖

地
だ
と
思
う
。
開
拓
精
神
は

永
遠
で
す
」
と
思
い
を
述

べ
、
満
場
の
拍
手
で
閉
会
し

た
。

挨拶する新津会長

平木理事退任挨拶

農
水
省
は
、
牛
海
綿
状
脳

症
（
Ｂ
Ｓ
Ｅ
）
に
関
す
る
特

定
家
畜
伝
染
病
防
疫
指
針
等

を
一
部
改
定
す
る
。

変
更
す
る
点
は
、
①
こ
れ

ま
で
９６
ヵ
月
齢
（
８
歳
）
以

上
は
全
て
の
死
亡
牛
が
検
査

対
象
に
な
っ
て
い
た
が
、
改

正
後
は
廃
止
し
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
を

疑
う
症
状
を
呈
し
た
牛
を
対

象
に
検
査
す
る
。
②
こ
れ
ま

で
４８
ヵ
月
齢
以
上
の
牛
で
、

起
立
不
能
で
、
か
つ
進
行
性

の
神
経
症
状
を
呈
す
る
牛
が

検
査
対
象
だ
っ
た
が
、
改
正

後
は
月
齢
を
問
わ
ず
、
Ｂ
Ｓ

Ｅ
を
否
定
で
き
な
い
症
状

（
犬
座
姿
勢
、
異
常
歩
様
、

非
特
異
的
な
臨
床
症
状
が
み

ら
れ
る
も
の
）
を
呈
す
る
牛

を
検
査
対
象
と
す
る
。
③
特

定
症
状
（
興
奮
し
や
す
い
、

音
・
光
に
対
す
る
過
敏
な
反

応
等
の
神
経
・
行
動
異
常
）

を
呈
す
る
牛
に
つ
い
て
は
変

更
な
し
。

変
更
点
を
ま
と
め
る
と
、

検
査
対
象
を
月
齢
で
区
別
せ

ず
、
特
定
症
状
の
あ
っ
た
牛

と
、
起
立
不
能
で
、
か
つ
進

行
性
の
神
経
症
状
が
認
め
ら

れ
た
死
亡
牛
に
つ
い
て
の
み

検
査
対
象
と
す
る
、
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

今
回
の
改
定
は
、
国
際
獣

疫
事
務
局
（
Ｗ
Ｏ
Ａ
Ｈ
、
以

前
の
通
称
は
Ｏ
Ｉ
Ｅ
）
コ
ー

ド
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
で
、

Ｂ
Ｓ
Ｅ
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス

（
感
染
症
の
発
生
動
向
調
査
）

に
関
す
る
国
際
基
準
が
見
直

さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。

日
本
の
こ
れ
ま
で
の
Ｂ
Ｓ

Ｅ
発
生
状
況
は
、
２
０
０
１

年
９
月
に
初
確
認
さ
れ
て
か

ら
、
全
部
で
３６
頭
確
認
さ
れ

て
い
る
。
０１
年
１０
月
に
飼
料

規
制
が
実
施
さ
れ
た
直
後
の

０２
年
１
月
生
ま
れ
の
牛
を
最

後
に
発
生
報
告
は
な
い
。

ま
た
、
Ｏ
Ｉ
Ｅ
は
１３
年
５

月
に
日
本
を
、
「
無
視
で
き

る
Ｂ
Ｓ
Ｅ
リ
ス
ク
」
の
国
に

認
定
し
て
い
る
。

こ
の
改
定
は
、
２４
年
４
月

か
ら
適
用
さ
れ
る
。

・畑地化促進事業 ７５０億円
水田の畑地化に一定額を助成

・肥料の国産化・安定供給確保対策 ６８億円
堆肥の高品質化、ペレット化等に必要な施設整備

・飼料自給率向上緊急対策 １３０億円
国産飼料の増産に必要な施設整備など

・担い手確保・経営強化支援事業 ２３億円
担い手への機械・施設導入等を支援

・金融支援対策 １００億円
物価高騰等の影響を受けた農業者等の円滑な資金融通

・和牛肉需要拡大緊急対策 ５０億円
和牛肉の需給改善のため、新規需要開拓等を支援

・グローバル産地生産流通基盤強化緊急対策 ７４億円
輸出産地・事業者の育成・展開

・産地生産基盤パワーアップ事業 ３１０億円
収益力強化に計画的に取り組む産地を総合的に支援

・畜産クラスター事業 ２９１億円
畜産クラスターによる生産基盤の維持・強化

・優良繁殖雌牛更新加速化事業 ５４億円
高齢の雌牛から優れた若い繁殖雌牛への転換を支援

・国産チーズの競争力強化 ６１億円
酪農家の原料乳高品質化・コスト低減への取組など

・乳用牛長命連産性等向上緊急支援事業 ５０億円
長命連産性の高い牛群への転換を支援

・脱脂粉乳の在庫低減・需要拡大 ４０億円
脱脂粉乳の在庫低減や需要拡大等を支援

９６ヵ月齢以上の死亡牛
全頭検査を廃止

本
紙
は
無
償
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

BSE検査を改定

全
開
連
第
７５
回
通
常
総
会

全
開
連
第
７５
回
通
常
総
会

人
吉
食
肉
セ
ン
タ
ー
復
活
で
新
た
な
出
発

23 年 度
農水関係 補正予算８,１８２億円23 年 度
農水関係 補正予算８,１８２億円
食料安全保障・物価高騰対策強化

２３年度の農水関係補正予算の主な事項

・「食料・農業 知っておきたい話」―１２７―（２面）
・全開連東日本地区開拓牛枝肉共進会 （３面）
・「まちに歴史あり～上志津原の開拓史」（千葉）

（４面）
・炭酸ガス施用施設～換気でナス収量増加（５面）
・今牧場「チーズとホエイの祭典」参加（栃木）

（６面）
・農場拝見
井上さん（佐賀）・穂坂牧場（福岡） （７面）
・畜産物需給見通し （８面）
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農
水
省
は
１０
月
１３
日
、
２３

年
産
水
稲
の
作
付
面
積
及
び

予
想
収
穫
量
（
９
月
２５
日
現

在
）
を
公
表
し
た
。
そ
れ
に

よ
る
と
、
作
付
面
積
（
青
刈

り
面
積
を
含
む
）
は
１
５
３

万
１
千
㌶
（
前
年
よ
り
１
万

４
千
㌶
減
少
）
で
、
う
ち
主

食
用
作
付
面
積
は
１
２
４
万

２
千
㌶
（
同
９
千
㌶
減
少
）

と
見
込
ん
で
い
る
。

９
月
２５
日
現
在
に
お
け
る

全
国
の
１０
㌃
当
た
り
予
想
収

量
は
５
３
４
㌔
（
平
年
よ
り

２
㌔
減
少
）
と
見
込
ん
で
い

る
。
こ
れ
は
、
田
植
え
期
以

降
、
全
国
的
に
５
月
下
旬
か

ら
６
月
上
旬
に
か
け
て
日
照

不
足
で
推
移
し
た
も
の
の
、

そ
の
後
お
お
む
ね
高
温
、
多

照
で
推
移
し
天
候
に
恵
ま
れ

た
地
域
が
あ
る
一
方
で
、
６

〜
７
月
に
か
け
て
の
梅
雨
前

線
等
に
よ
る
大
雨
や
断
続
的

な
日
照
不
足
、
７
月
以
降
の

記
録
的
高
温
や
少
雨
の
影
響

が
見
込
ま
れ
る
地
域
が
あ
る

た
め
。
全
国
の
作
況
指
数
は

１
０
０
と
見
込
ん
で
い
る
。

主
食
用
作
付
面
積
に
予
想

重
量
を
乗
じ
た
予
想
収
穫
量

は
６
６
２
万
４
千
㌧
（
前
年

よ
り
７
万
７
千
㌧
減
少
）
と

見
込
ん
で
い
る
。

水
田
に
お
け
る
主
食
用
米

及
び
戦
略
作
物
等
の
作
付
状

況
は
表
の
と
お
り
。
新
市
場

開
拓
用
米
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
が

前
年
よ
り
増
加
し
た
。

な
ぜ
自
給
率
向
上
で

な
く
コ
オ
ロ
ギ
な
の
か

「
基
本
法
」
に
「
食
料
自
給

率
向
上
」
と
い
う
文
言
が
一

度
も
出
て
こ
な
い
一
方
で
、

昆
虫
食
や
人
工
肉
の
議
論
は

さ
か
ん
に
な
っ
て
き
て
い

る
。さ
ら
に
、グ
ロ
ー
バ
ル
種

子
農
薬
企
業
や
Ｉ
Ｔ
大
手
企

業
が
目
論
ん
で
い
る
、
次
の

農
業
モ
デ
ル
の
一
つ
は
、
今

い
る
農
家
を
追
い
出
し
て
、

ド
ロ
ー
ン
と
セ
ン
サ
ー
を
張

り
巡
ら
せ
て
自
動
制
御
し

て
、
儲
か
る
農
業
モ
デ
ル
を

つ
く
っ
て
投
資
家
に
売
る
こ

と
だ
と
い
う
見
方
も
あ
る
。

実
際
、
ビ
ル
・
ゲ
イ
ツ
氏

は
米
国
の
農
場
を
買
い
占
め

て
、
米
国
一
の
農
場
主
に
な

っ
て
い
る
。
２２
年
の
世
界
食

料
サ
ミ
ッ
ト
で
こ
う
い
う
農

業
を
広
め
て
い
く
た
め
の
キ

ッ
ク
オ
フ
に
し
よ
う
と
し
た

と
い
う
事
実
も
あ
り
、
絵
空

事
で
は
な
い
。

彼
ら
は
、
ま
と
も
な
農
業

の
代
わ
り
に
、
次
の
儲
け
の

た
め
に
、
コ
オ
ロ
ギ
な
ど
昆

虫
食
や
培
養
肉
や
人
工
卵
だ

け
で
な
く
、
こ
の
よ
う
な
無

人
農
場
を
考
え
て
い
る
、
と

言
う
と
、
陰
謀
論
だ
と
い
う

人
が
い
る
。

し
か
し
、
日
本
が
国
策
と

し
て
推
進
す
る
と
し
て
い
る

フ
ー
ド
テ
ッ
ク
と
い
う
も
の

が
く
ぜ
ん

の
中
身
を
見
る
と
愕
然
と
す

る
。そ

の
論
理
は
、
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
を
減
ら
す
た
め

の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

の
目
標
を
達
成
す
る
必
要
が

あ
る
が
、
今
の
農
業
・
食
料

産
業
が
最
大
の
排
出
源
（
全

体
の
３１
％
、
図
１
）
な
の

で
、
遺
伝
子
操
作
技
術
な
ど

も
駆
使
し
た
代
替
的
食
料
生

産
が
必
要
で
あ
る
、
と
い
う

も
の
。
代
替
的
食
料
と
し

て
、
人
工
肉
、
培
養
肉
、
昆

虫
食
、
陸
上
養
殖
、
植
物
工

場
、
無
人
農
場
（
Ａ
Ｉ
が
搭

載
さ
れ
た
機
械
で
無
人
で
で

き
る
農
場
経
営
）
な
ど
が
例

示
さ
れ
て
い
る
（
図
２
）
。

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
の
多

さ
か
ら
各
た
ん
ぱ
く
質
を
評

価
す
る
と
、
最
も
多
い
牛
に

比
べ
て
豚
は
約
３
分
の
１
、

鶏
は
約
５
分
の
１
、
昆
虫
食

で
は
鶏
よ
り
も
さ
ら
に
少
量

だ
と
の
解
説
も
あ
る
。

今
の
農
業
・
畜
産
の
経
営

方
式
が
温
室
効
果
ガ
ス
を
排

出
し
や
す
い
と
い
う
の
で
あ

れ
ば
、ま
ず
環
境
に
優
し
く
、

自
然
の
摂
理
に
従
っ
た
生
産

方
法
を
取
り
入
れ
て
い
く
こ

と
を
目
標
と
す
る
と
い
う
な

ら
わ
か
る
が
、
そ
れ
を
す
っ

飛
ば
し
て
、
さ
ら
に
問
題
を

悪
化
さ
せ
る
よ
う
な
コ
オ
ロ

ギ
や
無
人
農
場
に
話
を
つ
な

ご

び
ゅ
う

げ
て
い
る
と
こ
ろ
の
誤
謬
に

気
づ
く
必
要
が
あ
る
。

日
本
は
フ
ー
ド
テ
ッ
ク
投

資
が
世
界
に
大
幅
な
遅
れ
を

と
っ
て
い
る
の
で
、
国
を
挙

げ
た
取
り
組
み
の
必
要
性
が

力
説
さ
れ
て
い
る
。
「
今
だ

け
、金
だ
け
、自
分
だ
け
」の

企
業
の
次
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
視

点
だ
け
で
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
も
伝
統
文
化
も
崩
壊
、

食
の
安
全
性
も
食
料
安
全
保

障
も
な
い
が
し
ろ
に
な
る
。

陰
謀
論
だ
と
言
う
人
が
い

る
が
、
フ
ー
ド
テ
ッ
ク
解
説

に
は
、
そ
の
と
お
り
書
い
て

あ
る
。
陰
謀
論
で
な
く
、
陰

謀
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。

こ
ん
な
こ
と
を
続
け
た

ら
、
Ｉ
Ｔ
大
手
企
業
ら
が
構

想
し
て
い
る
よ
う
な
無
人
の

巨
大
な
デ
ジ
タ
ル
農
業
が
ポ

ツ
リ
と
残
っ
た
と
し
て
も
、

日
本
の
多
く
の
農
漁
村
地
域

が
原
野
に
戻
り
、
地
域
社
会

と
文
化
も
消
え
、
食
料
自
給

率
は
さ
ら
に
低
下
す
る
。
不

測
の
事
態
に
は
、
超
過
密
化

し
た
東
京
な
ど
の
拠
点
都
市

が

し

で
、餓
死
者
が
出
て
、疫
病
が

ま
ん

い
び
つ

蔓
延
す
る
よ
う
な
歪
な
国
に

な
る
こ
と
は
必
定
で
あ
る
。

命
や
環
境
を
顧
み
な
い
グ

ロ
ー
バ
ル
企
業
の
目
先
の
自

己
利
益
追
求
が
食
料
・
農
業

危
機
に
つ
な
が
り
、
そ
の
解

決
策
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い

る
フ
ー
ド
テ
ッ
ク
が
、
環
境

み
の

へ
の
配
慮
を
隠
れ
蓑
に
、
さ

む
し
ば

ら
に
命
や
環
境
を
蝕
ん
で
、

次
の
企
業
利
益
追
求
に
ま
い

進
し
て
い
な
い
か
。
早
急
な

検
証
が
必
要
で
あ
る
。
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図１ 世界の食農部門関連の温室効果ガス排出量

図２ フードテックによって生み出された
最先端のテクノロジー（

一
社
）
全
国
畜
産
配
合

飼
料
価
格
安
定
基
金（
以
下
、

配
合
基
金
）
は
１１
月
２
日
、

２３
年
度
第
２
四
半
期
（
７
〜

９
月
）
に
係
る
配
合
飼
料
価

格
差
補
て
ん
金
（
通
常
価
格

差
補
て
ん
金
・
緊
急
補
て
ん

交
付
金
）
を
交
付
す
る
と
発

表
し
た
（
表
）
。

前
期
と
同
様
、
畜
産
基
金

３
：
国
の
補
助
金
２
の
割
合

で
ま
か
な
う
。
原
料
価
格
の

基
準
価
格
の
平
均
を
、
過
去

１
年
間
か
ら
２
年
半
に
延
ば

す
特
例
措
置
に
な
っ
て
２
期

目
と
な
る
。
こ
の
特
例
措
置

は
、
３
期
連
続
で
発
動
す
る

と
終
了
す
る
。

第
３
四
半
期
の
交
付
単
価

は
、
前
四
半
期
の
７５
％
が
上

限
な
の
で
、
約
３
９
０
０
円

が
上
限
と
な
る
。

交
付
金
は
１１
月
下
旬
に
は

支
払
わ
れ
る
予
定
。

資料：https://wisdom.nec.com/ja/article/2019112901/index.html

農
畜
産
業
振
興
機
構
は
１０

月
３０
日
、
卸
売
業
者
や
小
売

業
者
（
量
販
店
、
食
肉
専
門

店
）
を
対
象
と
し
た
食
肉
販

売
動
向
調
査
結
果
（
２３
年
度

下
半
期
）
を
公
表
し
た
。

２３
年
度
上
半
期
に
お
け
る

量
販
店
の
販
売
量
の

増
減
割
合
に
つ
い

て
、
前
年
同
期
と
の

比
較
で
は
、
国
産
豚

肉
、
国
産
鶏
肉
、
輸

入
鶏
肉
は
「
増
加
」

が
最
も
多
い
一
方
、

乳
用
牛
、
輸
入
牛
肉

は
「
減
少
」
が
最
も

多
か
っ
た
。
和
牛

（
４
，
５
等
級
）
は

増
加
と
減
少
が
同

率
、
交
雑
種
は
「
変

わ
ら
な
い
」
が
最
も

多
か
っ
た
。

下
半
期
の
量
販
店
に
お
け

る
食
肉
販
売
量
見
通
し
に
つ

い
て
、
前
年
同
期
と
の
比
較

で
は
、
国
産
鶏
肉
、
輸
入
鶏

肉
で
「
増
加
」
の
割
合
が
最

も
多
か
っ
た
。
増
加
理
由
に

つ
い
て
は
、国
産
鶏
肉
は「
消

費
者
の
低
価
格
志
向
」
、
輸

入
鶏
肉
は
「
消
費
者
の
低
価

格
志
向
」
及
び
「
国
産
と
の

需
要
の
代
替
」
が
そ
れ
ぞ
れ

最
も
多
か
っ
た
。

鶏
肉
以
外
の
区
分
で
は
、

「
変
わ
ら
な
い
」
が
最
も
多

か
っ
た
。
乳
用
牛
は

「
増
加
」
の
回
答
が

ゼ
ロ
の
中
、
「
変
わ

ら
な
い
」
が
６４
％
、

「
減
少
」
が
３６
％
と

な
っ
た
。
減
少
理
由

に
つ
い
て
は
、
乳
用

牛
は
「
消
費
者
の
低

価
格
志
向
」
、
「
他

畜
種
・
品
種
と
の
需

要
の
代
替
」
が
多
か

っ
た
。

卸
売
業
者
に
お
け

る
下
半
期
の
販
売
見

通
し
で
は
、
ほ
ぼ
全
て
の
畜

種
等
で
「
同
程
度
」
と
見
込

ま
れ
る
中
、
和
牛
は
ホ
テ
ル

向
け
な
ど
で
増
加
が
見
込
ま

れ
る
ほ
か
、
交
雑
牛
は
「
和

牛
か
ら
の
シ
フ
ト
」
な
ど
に

よ
り
多
く
の
部
位
が「
増
加
」

と
な
っ
た
。

１１
月
後
半
か
ら
１２
月
に
予

定
さ
れ
て
い
る
開
拓
組
織
の

主
な
行
事
は
次
の
と
お
り
。

１１
月

２１
日

全
開
連
九
州
ブ
ロ
ッ

ク
参
事
会
議
（
福
岡
）

２２
日

全
開
連
九
州
開
拓
系

統
女
性
職
員
研
修
会

（
熊
本
）

２７
日

福
岡
県
畜
産
事
協
枝

肉
共
進
会

３０
日

宮
崎
県
乳
肥
農
協
通

常
総
会

１２
月

１
日

佐
賀
県
開
拓
畜
産
事

協
開
拓
び
よ
り
牛
・
開

拓
豚
枝
肉
共
進
会

１１
日

開
拓
な
が
さ
き
農
協

畜
産
共
進
会

１２
日

全
開
連
第
２２
回
臨
時

総
会
・
理
事
会

１３
日

全
日
本
開
拓
者
連
盟

中
央
常
任
委
員
会

２３年度 第２四半期
配合飼料価格差補てん金交付単価

３，１５０円／㌧

２，１００円／㌧

５，２５０円／㌧

①

②

①＋②

通常価格差補てん金単価

緊急補てん交付金交付単価

価格差補てん金交付単価

水田の主食用米及び戦略作物等の作付状況
（万 ha）

戦略作物等

戦
略
作
物
等
合
計
面
積

５１．２

５４．９

５２．２

※その他は、飼料作物、そば、なたね （農水省の資料から）

そ
の
他

１０．２

９．９

７．９

大
豆

８．５

８．９

８．７

麦

１０．２

１０．６

１０．３

新規需要米

新
市
場
開
拓
用
米

（
輸
出
用
等
）

０．７

０．７

０．９

米
粉
用
米

０．８

０．８

０．８

Ｗ
Ｃ
Ｓ
ホ
ー
ル

ク
ロ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー
ジ

４．４

４．８

５．３

飼
料
用
米

１１．６

１４．２

１３．４

加
工
用
米

４．８

５．０

４．９

主
食
用
米

１３０．３

１２５．１

１２４．２

２１年産

２２年産

２３年産

食料・農業危機の深刻化と
迷走する政策ベクトル ㊦
食料・農業危機の深刻化と
迷走する政策ベクトル ㊦
東京大学教授 鈴木宣弘氏

「消費者の低価格志向」続く
食肉販売動向調査 ２３年度下半期

主
食
用
米
の
収
穫
量
７
万
７
千
㌧
減

第
２
四
半
期
５
２
５
０
円

輸
出
用
・
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
の
面
積
は
増
加

配
合
飼
料
価
格
差
補
て
ん
金
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全
開
連
は
１０
月
３１
日
か
ら

１１
月
２
日
に
か
け
て
、
東
京

食
肉
市
場
で
２３
年
度
東
日
本

地
区
開
拓
牛
枝
肉
共
進
会
を

開
催
し
た
。
東
日
本
６
県
か

ら
交
雑
種
３６
頭（
去
勢
１７
頭
、

雌
１９
頭
）
が
出
品
さ
れ
た
。

最
終
日
に
枝
肉
格
付
・
審

査
が
行
わ
れ
、
最
優
秀
賞
１

点
、
優
秀
賞
２
点
が
選
ば
れ

た
。
最
優
秀
賞
は
、
青
森
県

の
沢
田
義
彰
氏
の
出
品
牛
に

決
定
。
沢
田
氏
は
、
ゆ
う
き

青
森
農
協
共
励
会
に
続
き
２

冠
と
な
っ
た
（
次
項
）
。

最
優
秀
賞
牛
は
生
後
２６
ヵ

月
齢
の
雌
で
、種
雄
牛
は「
百

合
光
」
。
枝
肉
重
量
６
０
０

㎏
、
ロ
ー
ス
芯
面
積
６４
㎠
、

バ
ラ
厚
９
・
５
㎝
、
Ｂ
Ｍ
Ｓ

№
６
、
格
付
Ｂ
４
、
歩
留
基

準
値
７１
・
９
だ
っ
た
。

審
査
講
評
で
「
枝
肉
は
肉

付
き
均
称
の
非
常
に
優
れ
た

仕
上
が
り
で
、
脂
肪
質
が
良

く
、
肉
の
色
・
光
沢
が
素
晴

ら
し
い
枝
肉
」
と
高
く
評
価

さ
れ
た
。

全
体
の
成
績
は
、
平
均
枝

肉
重
量
が
５
６
１
・
９
㎏（
去

勢
５
８
４
・
４
㎏
、
雌
５
４

０
・
５
㎏
）
、
肉
質
３
等
級

以
上
比
率
６３
・
９
％
、
４
等

級
以
上
比
率
４１
・
７
％
。
各

測
定
値
の
平
均
は
、
ロ
ー
ス

芯
面
積
６３
・
４
㎠
、
バ
ラ
厚

７
・
７
㎝
、
Ｂ
Ｍ
Ｓ
№
４
・

４
、
歩
留
基
準
値
７０
・
４
だ

っ
た
。

枝
肉
重
量
は
前
年
よ
り
４

㎏
増
加
し
て
い
る
が
、
３
等

級
以
上
比
率
の
減
少
が
課
題

と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

入
賞
牛
の
出
品
者
は
次
の

と
お
り
。

最
優
秀
賞

沢
田
義
彰
（
青
森
）

優
秀
賞
１
席

沢
田
義
彰
（
青
森
）

優
秀
賞
２
席

中
村
亨
（
埼
玉
）

ゆ
う
き
青
森
農
協
は
１０
月

２０
日
、
東
京
食
肉
市
場
で
２３

年
度
枝
肉
共
励
会
を
開
催
し

た
。
今
年
は
、
交
雑
種
の
部

が
１２
頭
（
去
勢
５
頭
、
雌
７

頭
）
、
黒
毛
和
種
の
部
も
１２

頭
（
去
勢
６
頭
、
雌
６
頭
）

出
品
さ
れ
た
。

交
雑
種
の
部
最
優
秀
賞

は
、
沢
田
義
彰
氏
の
出
品
牛

の
雌
で
、生
後
２６
ヵ
月
齢
、種

雄
牛「
北
美
津
久
」、
枝
肉
重

量
５
９
１
㎏
、
ロ
ー
ス
芯
面

積
７６
㎠
、
バ
ラ
厚
７
・
９
㎝
、

Ｂ
Ｍ
Ｓ
№
９
、
格
付
Ａ
５
、

歩
留
基
準
値
７２
・
２
だ
っ
た
。

交
雑
種
の
部
全
体
の
成
績

は
、
平
均
枝
肉
重
量
が
５
６

９
・
３
㎏
（
去
勢
６
０
４
・

４
㎏
、
雌
５
４
４
・
３
㎏
）、

肉
質
３
等
級
以
上
比
率
８３
・

３
％
。各
測
定
値
の
平
均
は
、

ロ
ー
ス
芯
面
積
６３
・
４
㎠
、

バ
ラ
厚
７
・
４
㎝
、
Ｂ
Ｍ
Ｓ

№
４
・
６
、
歩
留
基
準
値
７０

・
４
だ
っ
た
。

黒
毛
和
種
の
部
最
優
秀
賞

は
、
鎌
本
進
氏
の
出
品
牛
の

去
勢
で
、
生
後
２８
ヵ
月
齢
、

父
「
百
合
白
清
２
」
・
母
の

父
「
美
国
桜
」
・
祖
母
の
父

「
白
鵬
８５
の
３
」
、
枝
肉
重

量
５
４
１
㎏
、
ロ
ー
ス
芯
面

積
８６
㎠
、
バ
ラ
厚
９
・
３
㎝
、

Ｂ
Ｍ
Ｓ
№
１１
、
格
付
Ａ
５
、

歩
留
基
準
値
７８
・
１
だ
っ
た
。

黒
毛
和
種
の
部
全
体
の
成

績
は
、
平
均
枝
肉
重
量
が
５

１
３
・
６
㎏
（
去
勢
５
６
４

・
０
㎏
、雌
４
６
３
・
２
㎏
）、

肉
質
４
等
級
以
上
比
率
８３
・

３
％
。各
測
定
値
の
平
均
は
、

ロ
ー
ス
芯
面
積
７４
・
２
㎠
、

バ
ラ
厚
８
・
４
㎝
、
Ｂ
Ｍ
Ｓ

№
８
・
６
、
歩
留
基
準
値
７６

・
２
だ
っ
た
。

入
賞
牛
の
出
品
者
は
次
の

と
お
り
。

【
交
雑
種
の
部
】

最
優
秀
賞

沢
田
義
彰

優
秀
賞

坂
田
弘
志

優
良
賞

枋
木
政
則

【
黒
毛
和
種
の
部
】

最
優
秀
賞

鎌
本
進

優
秀
賞

㈲
金
子
フ
ァ
ー
ム

優
良
賞

西
野
福
寿

岩
手
花
平
農
協
と
花
平
ホ

ル
ス
タ
イ
ン
改
良
同
志
会
に

よ
る
乳
牛
共
進
会
「
２３
年
度

花
平
Ｂ
＆
Ｗ
シ
ョ
ー
」
が
１０

月
２１
日
、
同
農
協
構
内
で
開

催
さ
れ
た
。

出
品
は
未
経
産
牛
４
部
門

に
１９
頭
、
経
産
牛
２
部
門
に

１２
頭
の
計
３１
頭
。

各
部
門
の
第
１
位
の
中
か

ら
名
誉
賞
と
し
て
、
未
経
産

牛
の
部
は
盛
岡
農
業
高
校
、

経
産
牛
の
部
は
鈴
木
稔
氏
の

出
品
牛
が
選
ば
れ
た
。

当
共
進
会
で
は
毎
年
、
子

ど
も
た
ち
に
よ
る
引
き
付
け

コ
ン
テ
ス
ト
「
ひ
っ
ぱ
り
ま

シ
ョ
ー
」も
行
わ
れ
て
お
り
、

小
学
生
以
下
の
部
１１
人
と
中

学
生
以
上
の
部
９
人
が
出
場

し
、
慣
れ
親
し
ん
だ
牛
を
リ

ー
ド
し
た
。
小
学
生
以
下
の

部
の
ベ
ス
ト
リ
ー
ド
賞
は
太

田
麻
結
ち
ゃ
ん
（
小
学
５

年
）
、
が
ん
ば
っ
た
で
賞
は

齋
藤
琴
実
ち
ゃ
ん
（
写
真
：

５
歳
）
が
見
事
選
ば
れ
た
。

宮
崎
県
乳
用
牛
肥
育
事
業

農
協
は
１０
月
２３
日
、
宮
崎
ビ

ー
フ
セ
ン
タ
ー
㈱（
延
岡
市
）

で
第
３５
回
枝
肉
共
進
会
を
開

催
し
た
。

交
雑
種
部
門
１９
頭
（
去
勢

１４
頭
、
雌
５
頭
）
、
和
牛
部

門
１１
頭
（
全
て
去
勢
）
が
そ

れ
ぞ
れ
出
品
さ
れ
た
。

交
雑
種
部
門
の
最
優
秀
賞

は
、
黒
岩
優
氏
（
同
組
合
組

合
長
）の
出
品
牛
の
去
勢
で
、

生
後
２６
ヵ
月
齢
、種
雄
牛「
勝

美
桜
」
、
枝
肉
重
量
５
７
５

・
２
㎏
、
ロ
ー
ス
芯
面
積
５６

㎠
、
バ
ラ
厚
９
・
７
㎝
、
Ｂ

Ｍ
Ｓ
№
８
、
格
付
Ｂ
５
、
歩

留
基
準
値
７１
・
９
だ
っ
た
。

交
雑
種
部
門
全
体
の
成
績

は
、
平
均
枝
肉
重
量
が
５
４

１
・
８
㎏
（
去
勢
５
４
１
・

５
㎏
、
雌
５
４
２
・
５
㎏
）、

肉
質
３
等
級
以
上
比
率
８４
・

２
％
、
４
等
級
以
上
比
率
４７

・
４
％
。
各
測
定
値
の
平
均

は
、
ロ
ー
ス
芯
面
積
５４
・
９

㎠
、
バ
ラ
厚
８
・
１
㎝
、
Ｂ

Ｍ
Ｓ
№
４
・
４
、
歩
留
基
準

値
７０
・
０
だ
っ
た
。

ま
た
、
正
肉
歩
留
り
が
良

好
な
㈱
藤
原
牧
場
の
出
品
牛

が
特
別
賞
と
な
っ
た
。

和
牛
部
門
の
最
優
秀
賞

は
、
㈱
長
谷
部
牧
場
の
出
品

牛
で
、
生
後
２８
ヵ
月
齢
、
父

「
紀
多
福
」
・
母
の
父
「
安

福
久
」
・
祖
母
の
父
「
忠
富

士
」
、
枝
肉
重
量
５
９
０
・

７
㎏
、ロ
ー
ス
芯
面
積
９０
㎠
、

バ
ラ
厚
１０
・
８
㎝
、
Ｂ
Ｍ
Ｓ

№
１２
、
格
付
Ａ
５
、
歩
留
基

準
値
７８
・
６
だ
っ
た
。

和
牛
部
門
全
体
の
成
績

は
、
平
均
枝
肉
重
量
が
５
３

６
・
０
㎏
、
肉
質
４
等
級
以

上
比
率
１
０
０
％
、
５
等
級

比
率
９０
・
９
％
。
各
測
定
値

の
平
均
は
、
ロ
ー
ス
芯
面
積

７０
・
２
㎠
、
バ
ラ
厚
９
・
０

㎝
、
Ｂ
Ｍ
Ｓ
№
１０
・
０
、
歩

留
基
準
値
７５
・
２
だ
っ
た
。

入
賞
牛
の
出
品
者
は
次
の

と
お
り
。

【
交
雑
種
部
門
】

最
優
秀
賞

黒
岩
優

優
秀
賞

平
岡
伸
夫

優
良
賞
１

㈱
重
富
畜
産

優
良
賞
２

平
岡
伸
夫

【
和
牛
部
門
】

最
優
秀
賞

㈱
長
谷
部
牧
場

優
秀
賞

㈱
長
谷
部
牧
場

そ
う
ふ
け

千
葉
県
印
西
市
草
深
の
船

穂
開
拓
団
は
、
千
葉
県
の
北

部
で
、
利
根
川
の
南
の
下
総

台
地
に
あ
っ
た
。

戦
時
中
は
パ
イ
ロ
ッ
ト
養

い
ん

ば

成
用
の
印
旛
飛
行
場
が
あ
っ

た
が
、
戦
況
が
悪
化
す
る
と

陸
軍
航
空
基
地
と
共
用
と
な

り
、
多
く
の
若
者
が
こ
こ
か

ら
戦
地
に
赴
い
て
行
っ
た
。

戦
後
、
こ
の
飛
行
場
跡
が

開
拓
地
と
な
り
、
百
名
余
の

船
穂
開
拓
団
が
入
植
し
て
き

て
、
２
５
０
㌶
以
上
を
開
墾

し
た
。
し
か
し
、
土
壌
は
悪

く
、
肥
料
も
手
に
入
ら
な
い

の
で
、
作
物
は
思
う
よ
う
に

育
た
な
か
っ
た
。

初
め
は
陸
稲
、麦
、サ
ツ
マ

イ
モ
、
ソ
バ
な
ど
を
作
っ
た

が
、
自
給
的
な
も
の

に
し
か
な
ら
な
か
っ

た
。
地
元
の
農
家
か

ら
は
「
飛
行
場
の
盆

栽
芋
」と
笑
わ
れ
た
。

１
９
４
８
年
に
船

穂
開
拓
農
協
を
設
立

し
、
６４
年
に
地
元
の

印
西
農
協
に
加
盟
す

る
ま
で
行
っ
た
か
ん

が
い
用
水
工
事
な
ど

に
よ
り
、
次
第
に
収

穫
が
上
が
る
よ
う
に

な
っ
た
。

現
金
収
入
を
得
る
た
め
に

ス
イ
カ
の
栽
培
を
行
い
、
５７

年
に
は
、
農
林
大
臣
賞
を
受

賞
す
る
。
５２
年
に
は
養
豚
組

合
が
で
き
、
５５
年
以
降
酪
農

や
養
鶏
も
始
ま
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
６７
年
に
「
千

葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
」
構
想
が

も
ち
上
が
り
、
船
穂
開
拓
も

予
定
地
に
指
定
さ
れ
て
し
ま

っ
た
。
こ
の
こ
ろ
は
高
度
経

済
成
長
の
真
っ
た
だ
中
で
、

東
京
、
千
葉
な
ど
の
都
市
が

飽
和
状
態
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
新
た
な
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン

が
必
要
と
な
り
、
こ
の
辺
り

が
好
立
地
で
あ
っ
た
た
め
予

定
地
に
な
っ
た
。

千
葉
県
と
独
立
行
政
法
人

都
市
再
生
機
構
が
共
同
施
行

す
る
こ
と
に
な
り
、
条
件
な

ど
を
め
ぐ
っ
て
団
体
交
渉
を

続
け
、
６９
年
に
売
渡
し
条
件

が
決
ま
っ
た
。
こ
れ
に
伴
い

地
区
の
多
く
の
人
が
転
出
し

た
が
、
中
に
は
土
地
の
半
分

を
譲
渡
し
て
、
残
り
の
半
分

で
営
農
を
続
け
る
人
も
い

た
。
７２
年
に
よ
う
や
く
諸
手

続
き
が
完
了
し
、
船
穂
開
拓

農
協
は
幕
を
閉
じ
た
。

７３
年
２
月
、
こ
れ
ま
で
苦

労
を
共
に
歩
ん
だ
仲
間
へ
の

感
謝
を
込
め
て
開
拓
記
念
碑

が
建
て
ら
れ
た
（
写
真
）
。

「
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
」

は
、
入
居
希
望
者
が
少
な
か

っ
た
な
ど
様
々
な
問
題
を
抱

え
な
が
ら
も
、
２
０
１
４
年

に
よ
う
や
く
事
業
と
し
て
は

終
了
し
た
。

現
在
の
草
深
地
区
を
訪
ね

て
み
る
と
、
１
０
０
〜
２
０

０
㎡
ほ
ど
の
畑
が
、
団
地
の

中
に
点
在
し
て
い
た
。

全
開
連
人
事

（
１０
月
３１
日
付
）

退
職

光
澤
直
美
（
西
日

本
支
所
）

（
１１
月
１
日
付
）

▽
管
理
部
付
・
ゼ
ン
カ
イ

ミ
ー
ト
㈱
出
向（
管
理
部
長
）

南
村
輝
夫
▽
西
日
本
支
所
次

長
（
管
理
部
付
・
ゼ
ン
カ
イ

ミ
ー
ト
㈱
出
向
）
坂
上
昌
弘

▽
食
肉
営
業
部
長
（
西
日
本

支
所
長

兼

食
肉
営
業
部

長
）
磯
部
好
正
▽
事
業
推
進

部
長
（
管
理
部
付
・
全
国
開

拓
振
興
協
会
出
向
）
臼
井
靖

彦
▽
西
日
本
支
所
長
（
事
業

推
進
部
長
）
小
宇
都
良
則
▽

管
理
部
長
（
管
理
部
食
肉
セ

ン
タ
ー
再
建
対
策
室
長
）
村

松
栄
行
▽
管
理
部
付
・
全
国

開
拓
振
興
協
会
出
向
（
事
業

推
進
部
付
・
ジ
ャ
パ
ン
ビ
ー

フ
農
協
出
向
）
吉
川
佐
太
郎

全
国
開
拓
振
興
協
会
人
事

（
１１
月
１
日
付
）

▽
全
開
連
復
帰
（
業
務
部

長

兼

総
務
部
）
臼
井
靖

彦
▽
業
務
部
長

兼

総
務

部
（
全
開
連
管
理
部
付
）
吉

川
佐
太
郎

交
雑
種
黒
岩
氏
、和
牛
長
谷
部
牧

沢
田
氏（
青
森
）が
最
優
秀
賞

宮
崎
県
乳
肥
農
協
枝
肉
共
進
会

東
日
本
地
区
開
拓
牛
枝
肉
共
進
会

和牛の部最優秀賞
長谷部将一さん

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
沢
田
さ
ん
の
枝
肉

開拓地からニュータウンへ

交
雑
種
沢
田
氏
、和
牛
鎌
本
氏

ゆ
う
き
青
森
農
協
枝
肉
共
励
会

ふ な ほ

千葉県印西市・船穂開拓

未
経
産
盛
農
高
、経
産
鈴
木
氏

岩
手
花
平
Ｂ
＆
Ｗ
シ
ョ
ー

がんばったで賞の齋
藤琴実ちゃん（５歳）
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千
葉
県
佐
倉
市
の
広
報
番

組「
Ｗ
ｅ
ｅ
ｋ
ｌ
ｙ
さ
く
ら
」

の
今
年
８
月
２１
日
の
週
の
放

送
回
で
、
佐
倉
市
の
戦
後
開

拓
地
、
上
志
津
原
の
特
集
番

組
が
放
送
さ
れ
た
。
現
在
も

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
番
組
の
内
容

を
紹
介
す
る
。

上
志
津
原

は
、
千
葉
県
佐

倉
市
の
西
部
に

位
置
し
て
い

る
。
明
治
期
か

ら
千
葉
県
に

は
、
下
志
津
や

習
志
野
な
ど
、

首
都
防
衛
の
た

め
の
陸
軍
部
隊

が
駐
屯
し
大
演

習
場
が
存
在
し

て
い
た
。
上
志

津
原
は
下
志
津
原
演
習
場
の

一
角
だ
っ
た
。
４５
年
１２
月
に

下
志
津
開
拓
団
、
後
に
勝
田

分
団
が
結
成
。
こ
の
分
団
が

上
志
津
原
を
作
っ
て
い
く
。

当
時
に
つ
い
て
開
拓
２
世

の
山
下
等
さ
ん
・
斉
藤
渡
さ

ん
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え

た
。

山
下
さ
ん
：
「
父
親
は
軍
人

で
千
葉
の
地
で
終
戦
を
迎
え

ま
し
た
。
田
舎
に
帰
っ
て
も

次
男
坊
で
土
地
も
な
い
の

で
、
よ
し
開
拓
を
し
よ
う
と

い
う
こ
と
で
入
植
し
ま
し

た
。
軍
隊
時
代
に
来
て
い
た

や

ほ
う

野
砲
の
演
習
場
で
土
地
勘
も

あ
っ
た
た
め
、
こ
の
地
に
決

め
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
」

斉
藤
さ
ん
：
「
父
は
山
下

さ
ん
と
同
じ
軍
人
で
し
た
。

う
ち
は
代
々
、
東
京
の
都
下

（
※
東
京
都
の
２３
区
を
除
く

地
域
）
の
、
村
山
の
貯
水
池

の
方
に
い
た
ん
で
す
け
ど

も
。
長
男
が
い
た
ん
で
帰
れ

な
い
ん
で
、
こ
ち
ら
の
方
に

来
た
と
」

初
め
は
家
も

な
く
、
開
拓
者

は
下
志
津
原
か

ら
離
れ
た
兵
舎

や
お
寺
な
ど
に

身
を
置
い
た
。

山
下
さ
ん
：

「
入
植
し
て
か

ら
１
年
半
ぐ
ら

い
経
っ
て
よ
う

や
く
、
兵
舎
を

バ
ラ
し
た
廃
材

で
３７
名
そ
れ
ぞ

れ
の
自
宅
を
建

て
た
そ
う
で
す
。
７
坪
ぐ
ら

い
の
家
が
で
き
た
と
こ
ろ

で
、
疎
開
し
て
い
た
母
と
長

女
を
呼
ん
で
暮
ら
し
始
め
た

と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
土
間

と
部
屋
が
６
畳
１
間
と
い
う

家
で
、
最
終
的
に
は
５
人
で

生
活
し
て
い
ま
し
た
。
入
植

当
初
は
、
木
も
な
け
れ
ば
あ

る
の
は
篠
竹
（
※
根
笹
の
仲

間
の
総
称
。
細
く
て
群
が
っ

て
生
え
る
竹
）
ぐ
ら
い
だ
っ

た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
肥

料
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、
食
料

も
な
く
、
最
初
の
２
年
ほ
ど

は
だ
い
ぶ
苦
労
し
た
と
聞
き

ま
し
た
」

斉
藤
さ
ん
：
「
み
ん
な
同
じ

こ
と
や
っ
て
ま
し
た
、
開
拓

で
す
か
ら
。
他
に
田
ん
ぼ
も

何
も
一
切
な
い
で
す
か
ら

ね
。み
ん
な
同
じ
苦
労
し
て
、

だ
か
ら
団
結
力
が
す
ご
か
っ

た
で
す
よ
ね
。
歴
史
も
何
も

な
い
と
こ
で
、
ど
こ
に
出
荷

す
る
と
か
ど
う
い
う
作
物
を

作
る
と
か
を
、
み
ん
な
で
決

め
て
た
わ
け
で
す
よ
。
ど
こ

が
壊
れ
た
か
ら
み
ん
な
で
修

理
す
る
と
か
。
落
花
生
は
後

の
方
か
な
？
最
初
サ
ツ
マ
イ

モ
ぐ
ら
い
か
ら
始
ま
っ
て
、

一
番
こ
こ
で
ヒ
ッ
ト
し
た
野

菜
が
ス
イ
カ
で
す
か
ね
。
ス

イ
カ
は
よ
く
東
京
の
方
に
持

っ
て
行
っ
て
ま
し
た
」

山
下
さ
ん
：「
冬
に
な
る
と
、

風
を
遮
る
も
の
が
な
い
の
で

か
な
り
の
強
風
で
し
た
。
演

習
場
の
着
弾
地
だ
っ
た
も
の

で
、
砲
弾
の
中
に
入
っ
て
る

な
ま
り
だ
ま

「
鉛
玉
」
が
、
風
に
土
が
飛

ば
さ
れ
た
後
、
畑
の
中
か
ら

現
れ
る
ん
で
す
ね
。
よ
く
拾

っ
て
集
め
た
記
憶
が
あ
り
ま

す
。
１
世
の
方
に
聞
い
た
ん

で
す
け
ど
も
、
業
者
が
１
個

１
円
で
引
き
取
っ
て
く
れ

て
、
当
時
は
子
ど
も
で
も
小

遣
い
程
度
に
は
な
っ
た
記
憶

が
あ
り
ま
す
。
大
人
に
し
て

み
れ
ば
１
０
０
個
ま
と
ま
る

と
１
０
０
円
。
当
時
は
ク
ジ

も
ん
め

ラ
の
肉
が
１
０
０
匁
、
今
の

４
㎏
弱
ぐ
ら
い
で
す
か
ね
、

３０
円
ぐ
ら
い
だ
っ
た
当
時
の

１
０
０
円
で
、
か
な
り
い
い

お
か
ず
が
買
え
た
よ
、
な
ん

て
い
う
こ
と
を

聞
い
た
記
憶
が

あ
り
ま
す
」

斉
藤
さ
ん
：

「
ワ
ラ
ビ
だ
と

か
ゼ
ン
マ
イ
だ

と
か
ね
、
こ
の

辺
の
防
風
林
に

生
え
て
た
ん
で

す
よ
。
天
然
物

で
す
。
そ
れ
を

採
り
に
行
っ
て

ね
。
ハ
ツ
タ
ケ

と
か
採
っ
て
、

場
合
に
よ
っ
て
は
市
場
に
持

っ
て
行
っ
た
り
し
ま
し
た
」

５４
年
、
上
志
津
原
町
会
が

発
足
。や
が
て
町
の
運
動
会
、

盆
踊
り
大
会
な
ど
が
始
ま
っ

た
。

山
下
さ
ん
：
「
今
日
は
盆
踊

り
の
２
日
目
で
す
。
町
会
行

事
な
ん
で
す
が
、
５５
（
昭
和

３０
）
年
に
第
１
回
の
盆
踊
り

が
行
わ
れ
て
、
そ
れ
か
ら
毎

年
秋
に
運
動
会
を
行
っ
て
ま

す
。
子
ど
も
の
頃
に
は
運
動

会
、
盆
踊
り
が
す
ご
い
楽
し

み
で
し
た
ね
。
そ
れ
が
今
ま

で
続
い
て
い
る
の
は
、
や
は

り
開
拓
で
入
っ
た
３７
名
と
、

後
々
宅
地
分
譲
で
入
っ
た
新

し
い
方
々
が
上
志
津
原
と
い

う
町
会
を
そ
れ
ぞ
れ
お
互
い

に
盛
り
上
げ
て
き
た
結
果
だ

と
思
い
ま
す
。
非
常
に
良
い

街
だ
と
思
い
ま
す
」

斉
藤
さ
ん
：
「
昔
か
ら
の
開

拓
の
人
た
ち
が
核
に
な
っ
た

ん
で
す
。ま
と
ま
り
が
良
く
、

人
も
い
い
人
ば
っ
か
り
で
、

住
む
に
は
い
い
と
こ
ろ
だ
と

思
い
ま
す
。
今
後
も
こ
れ
を

ず
っ
と
続
け
て
い
っ
て
ほ
し

い
な
と
思
い
ま
す
ね
。
緑
だ

け
は
減
ら
し
て
欲
し
く
な
い

と
思
い
ま
す
」

は
ぎ
に
わ

最
後
に
町
会
長
の
萩
庭
一

彦
さ
ん
（
開
拓
２
世
）
が
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
た
。

萩
庭
さ
ん
：
「
こ
の
に
ぎ
わ

い
を
ず
っ
と
後
世
に
も
続
け

た
い
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が

何
か
あ
っ
た
時
に
、
自
分
の

ふ
る
さ
と

故
郷
や
、
こ
の
お
祭
り
を
思

い
出
し
て
戻
っ
て
き
て
く
れ

る
、
そ
ん
な
街
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
若
い
人
た
ち
を
中
心
に
続

け
て
い
き
た
い
で
す
」

上
志
津
原
の
次
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
、
「
お
祭
り

最
高
！
」
と
い
う
一
言
で
映

像
は
明
る
く
締
め
ら
れ
た
。

お
米
の
消
費
は
減
少
傾
向

に
あ
り
、
消
費
の
維
持
・
拡

大
が
望
ま
れ
て
い
る
。

こ
め

こ

「
米
粉
」
は
お
米
を
細
か

く
砕
い
て
粉
状
に
し
た
も
の

で
、
独
特
な
も
っ
ち
り
と
し

た
食
感
が
人
気
と
な
り
、
パ

ン
や
ケ
ー
キ
な
ど
の
材
料
に

使
わ
れ
て
い
る
ほ
か
、
小
麦

ア
レ
ル
ギ
ー
の
人
で
も
食
べ

ら
れ
る
パ
ン
な
ど
の
材
料
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
食
材

で
あ
る
。

さ
ら
な
る
米
粉

の
消
費
の
拡
大
を

目
指
し
、
農
水
省

は
「
米
粉
を
使
っ

た
メ
ニ
ュ
ー
フ
ェ

ア
」
を
開
催
し
て

お
り
、
米
粉
を
使

っ
た
様
々
な
メ
ニ

ュ
ー
を
提
供
し
て

い
る
店
舗
が
参
加

し
て
い
る
。
期
間
は
１１
月

１
日
〜
２４
年
２
月
２９
日
ま

で
で
、
全
国
計
１
３
０
０

店
舗
以
上
が
参
加
し
て
い

る
。
期
間
中
は
通
常
の
メ

ニ
ュ
ー
の
ほ
か
、
フ
ェ
ア

限
定
の
メ
ニ
ュ
ー
も
提
供

さ
れ
る
（
写
真
）
。
農
水

省
が
展
開
す
る
「
米
粉
タ

イ
ム
ズ
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
、
米
粉
メ
ニ
ュ
ー

と
参
加
店
舗
が
検
索
で
き

る
。輸

入
小
麦
の
高
騰
も
問

題
と
な
っ
て
い
る
中
、
米

粉
を
使
用
し
た
料
理
が
食

卓
に
上
が
り
、
消
費
拡
大

が
進
む
こ
と
を
期
待
し
た

い
。

山下等さん

斉藤渡さん

㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫
は

９
月
１４
日
、
「
消
費
者
動
向

調
査
（
２３
年
７
月
）
」
の
結

果
を
公
表
し
た
。
全
国
の
２０

〜
７０
代
の
男
女
２
千
人
か
ら

回
答
を
得
た
。

食
の
志
向
は
引
き
続
き

「
経
済
性
志
向
」
「
健
康
志

向
」「
簡
便
化
志
向
」
が
３
大

志
向
だ
が
、
経
済
性
志
向
は

４２
・
５
％
（
前
回
調
査
比
４

・
２
㌽
増
）と
、
リ
ー
マ
ン
シ

ョ
ッ
ク
後
の
不
況
で
消
費
者

の
節
約
志
向
が
高
ま
っ
た
１０

年
以
来
１３
年
ぶ
り
に
４０
％
を

超
え
た
。年
代
別
で
は
、２０
代

が
１３
・
５
㌽
増
、
３０
代
が
６

・
７
㌽
増
、
４０
代
が
５
・
６

㌽
増
な
ど
、
若
年
層
ほ
ど
増

加
率
が
高
く
、
６０
代
以
外
の

全
年
代
で
増
加
し
た
。

「
食
品
の
値
上
げ
に
対
す

る
意
識
」は
、
図
の
と
お
り
。

卵
（
８８
・
５
％
）
、
牛
乳
・

乳
製
品
（
７８
・
８
％
）
、
精

肉（
７１
・
０
％
）な
ど
で
割
合

が
高
く
、７
割
を
上
回
っ
た
。

全
て
の
食
品
で
、
値
上
げ
を

感
じ
る
割
合
が
前
回
調
査
か

ら
増
加
し
て
い
る
。

萩庭一彦町会長

「
健
康
志
向
」
回
答
者
で
果

物
の
購
入
割
合
高
い
傾
向

同
公
庫
が
１０
月
１２
日
に
公

表
し
た
「
特
別
調
査
：
果
物

の
購
入
に
つ
い
て
」

で
は
、
果
物
の
購
入

状
況
を
み
る
と
、
す

べ
て
の
品
目
で
、「
健

康
志
向
」
の
回
答
者

の
購
入
割
合
が
高
い

こ
と
が
分
か
っ
た
。

最
近
１
年
間
で
家

庭
用
に
購
入
し
た
果

物
は
表
の
と
お
り
。

２０
代
は
リ
ン
ゴ
、
そ

の
他
の
全
て
の
世
代

で
バ
ナ
ナ
が
最
も
高

く
な
っ
た
。

「
経
済
性
」
「
簡
便
化
」

と
比
べ
て
、
購
入
し
た
割
合

が
ど
の
品
目
も
１０
％
程
度
高

く
な
っ
て
い
る
。

三

方

原

『
ま
ち
に
歴
史
あ
り

『
ま
ち
に
歴
史
あ
り

〜
上
志
津
原
の
開
拓
史
〜
』

〜
上
志
津
原
の
開
拓
史
〜
』

佐
倉
市
の
広
報
番
組
で
紹
介

提供 : ３枚ともに佐倉市

「
米
粉
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
フ
ェ
ア
」開
催

食
の
経
済
性
志
向

米
粉
消
費
の
拡
大
促
す

１０
年
以
来
１３
年
ぶ
り
４０
％
超

最近１年間で家庭用に購入した果物 （複数回答）
年代 １位 ２位 ３位 ４位 ５位
全体 バナナ ６６.８％ リンゴ ６１.９％ イチゴ ５９.１％ ミカン ５８.３％ キウイ

フルーツ５２.１％

２０代 リンゴ ６７.２％ バナナ ６５.０％ ミカン ５４.４％ イチゴ ５１.７％ キウイ
フルーツ４６.１％

３０代 バナナ ７８.６％ リンゴ ６９.１％ イチゴ ６８.２％ キウイ
フルーツ６４.１％ ミカン ５９.１％

４０代 バナナ ８０.４％ イチゴ ７１.８％ リンゴ ７０.４％ ミカン ６９.１％ キウイ
フルーツ６４.８％

５０代 バナナ ７６.４％ リンゴ ７３.１％ ミカン ７０.４％ イチゴ ６９.８％ ブドウ ６０.１％

６０代 バナナ ８９.７％ リンゴ ８２.２％ イチゴ ８０.１％ ミカン ７９.８％ キウイ
フルーツ７０.２％

７０代 バナナ ９４.２％ リンゴ ８８.８％ ミカン ８６.４％ イチゴ ８４.２％ ブドウ ７８.８％
㈱日本政策金融公庫の資料から
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植物は水と光と炭酸ガス（二酸化炭
素）で光合成を行い、成長する。施設
栽培では、植物の光合成を促す炭酸ガ
スを発生させる装置を導入する農家が
増えており、ナスやピーマンなど多く
の作物で増収を実現している。
密閉されたハウス内は二酸化炭素が
不足がちになるため、濃度を人工的に
高め、作物の収量を上げようというの
が炭酸ガス施用技術の狙いである。
しかし、施設ナス栽培では、果実収
量や品質を確保するためには、最高気
温を３０℃以下にするのが望ましいとさ
れている。ハウスを密閉状態にすると、
冬季でも晴天時には３０℃以上となるた
め換気が必須である。「ハウス内の炭
酸ガス濃度は高濃度に保ちたいが、気
温上昇を抑えるために換気をしなくて

はならない」というのが、施設ナス栽
培での炭酸ガス施用の課題である。
岡山県農林水産総合センター農業研
究所野菜・花研究室（赤磐市）は、施
設ナス栽培で、炭酸ガス施用時に先に
側窓を開放し、後から換気扇を稼働さ
せることで、商品果および秀品果収量
を増加させることができることを明ら
かにした。
〈試験方法〉
試験は２０年１１月～２１年６月と２１年１１
月～２２年６月に、同所内のビニルハウ
ス（間口６ｍ、奥行き２３ｍ、二重被覆）
２棟で行った。側窓優先区、換気扇区
の各１棟とし、２０年度と２１年度でハウ
スを入れ替えた。
ナスの供試品種は、穂木に「千両」、
台木に「台太郎」を用いた。栽植は、
側窓優先区、換気扇区ともに、畝間１７０
㎝（各ハウス３畝設置）、株間６０㎝と
した。なお、６０㎝という株間は一般の

せ ま

栽培より狭いが、同所のこれまでの試
験で炭酸ガス施用条件下では栽植密度
を高めることで収量が上がるという結
果が出ているため、６０㎝とした。
炭酸ガスの施用は、燃焼式炭酸ガス

施用機を用いて行った。炭酸ガス施用
開始濃度は、側窓優先区の場合、側窓
全閉時には８００ppm、一部でも開放し
ているときは４００ppmとした（表１）。
換気扇区（換気扇のみでの換気）は、
炭酸ガス濃度低減温度（換気扇の稼働
開始温度より約２℃低く設定）を設定
し、低減温度以下では８００ppm、低減温
度以上では４００ppmとし、換気扇が稼
働している間は施用しなかった。
側窓優先区は、朝、炭酸ガスを８００

ppmで施用開始後、以下のように管理
する（図）。
①２２℃で内張りの肩を開ける。
②２６～２９℃で外張りの腰を開けて、炭
酸ガスを４００ppmで施用する。
③２９～３２℃になったら換気扇を回し、
炭酸ガスを停止する。
なお、この試験では複合環境制御装
置および内張りと外張りの側窓自動開
閉装置を用いている。これらによって、
ハウス内の気温、日射量、炭酸ガス濃
度、側窓の開度を自動計測し、側窓の

開閉、換気扇の稼働、炭酸ガス施用装
置の稼働を自動制御している。本技術
を導入するには、このような装置も必
要となる。
〈結果〉
試験を行った２ヵ年とも、側窓優先
区において、１１月下旬～１２月下旬と１
月上旬～３月下旬の全収獲果、商品果
と秀品果の収量が換気扇区と同等ある
いはそれ以上という結果になった（表
２）。また、通期（１１月下旬～６月中
旬）の商品果と秀品果の収量も増加し
た。なお、側窓優先区では、換気扇区
よりハウス内の温度、ナスの葉温度が
高く維持できていた。
キュウリでは炭酸ガス施用時の相対
湿度を７４．５％から８６％に高めること
で、葉面積、株の全乾物重、相対成長
率が高まることが報告されている。同
研究室は、ナスでも同様に湿度を高め
ることで生育が促進されたと推察して
いる。また、ナスの光合成速度は、２０
～３０℃の範囲では気温が高いほど増加
することが報告されており、葉温が高
いほど光合成速度が高まると考えられ
るとしている。
同研究室は、本技術の導入により、
単価の高い秀品果収量が増加すること
によって所得の向上が期待できるとし
ている。

農水省は１０月２０日、「２３年果樹及び
茶栽培面積（７月１５日現在）」を公表
した。果樹・茶ともに高齢化による労
力不足に伴う廃園などで、全品目（１６
品目）で栽培面積が減少した。
【果樹】
調査を行った１５品目のうち、全品目
で栽培面積が減少した。
・ミカン
前年より８００ha（２％）減の３万７３００

ha。主産県別にみると、和歌山県が９０
ha 減の７１１０ha、愛媛県が１４０ha 減の
５２９０ha、静岡県が８０ha 減の５２１０ha と
なっている。
・リンゴ
前年より４００ha（１％）減の３万５９００
ha。主産県別にみると、青森県が１００ha
減の２万２００ha、長野県が１９０ha 減の
６９３０ha、岩手県が５０ha 減の２２８０ha だ
った。

・ブドウ
前年より１００ha（１％）減の１万７６００
ha。主産県別にみると、山梨県が増減
なしの４０５０ha、長野県が９０ha 増の
２７８０ha、山形県が５０ha 減の１４６０ha と
なった。

【茶】
前年より９００ha（２％）減の３万６０００
ha。主産県別にみると、静岡県が５００ha
減の１万３３００ha、鹿児島県が１１０ha
減の８１４０ha、三重県が増減なしの２５９０
ha などとなった。

試験中のナスの様子

生産から消費までの一連の取り組
みで環境負荷の低減を目指す、「み
どりの食料システム法」が昨年制定
された。みどりの食料システムの実
現には、同法で提唱する基本方針に
沿ってすべての関係者が調達から生
産、加工・流通の各段階で環境負荷
の低減に取り組む必要がある。
農水省は、みどりの食料システム
戦略の推進に向けて、「みどり戦略
施策活用ガイドブック」を作成、公
開している。２４年度予算概算要求の
内容を踏まえた関連予算や金融、税

制など農業者などが活用できる支援措
置がまとめられている。
同ガイドブックは、「調達」「生産」
「加工・流通」「消費」の４つの分野
から構成され、農業者や各分野の事業
者が取り組みたい内容からさかのぼっ
て支援措置を探すことができる。巻末
には、みどり認定を受けることで優遇
される補助金についても掲載されてい
るため、活用できるものがないかチェ
ックしたい。同資料は「みどり戦略施
策活用ガイドブック」と検索し、農水
省ＨＰから閲覧することができる。

図 側窓優先換気ハウス

２３年果樹・茶栽培面積

区分 栽培面積 前年との比較 区分 栽培面積 前年との比較
対差 対比 対差 対比

ha ha ％ ha ha ％
ミカン ３７，３００ △８００ ９８ スモモ ２，７４０ △７０ ９８

その他カンキツ類 ２３，６００ △４００ ９８ オウトウ ４，４３０ △１１０ ９８
リンゴ ３５，９００ △４００ ９９ ウメ １３，９００ △３００ ９８
日本ナシ １０，１００ △３００ ９７ ブドウ １７，６００ △１００ ９９
西洋ナシ １，４００ △４０ ９７ クリ １６，２００ △６００ ９６
カキ １７，９００ △４００ ９８ パインアップル ５９２ △６ ９９
ビワ ８６２ △６５ ９３ キウイフルーツ ２，０２０ △１０ １００
モモ ９，９５０ △４０ １００ 茶 ３６，０００ △９００ ９８

農水省の資料から作成

表１ 側窓優先区及び換気扇区の換気及び炭酸ガス施用の設定条件（２０２１年度）

換気方法ｚ 設定項目

設定温度（℃）
（参考）

炭酸ガス施用濃度
１１／２０
～

１２／１０

１２／１１
～

１２／２０

１２／２１
～
１／４

１／５
～
１／２８

１／２９
～
２／１７

２／１８
～
２／２７

２／２８
～
３／１５

３／１６
～
３／２３

３／２４
～
４／１８

４／１９
～

５／１６ｙ

側窓優先

側窓開放
開始温度（Ａ） ２７．５ ２８．０ ２９．０ ２７．５ ２８．５ ２７．５ ２７．５ ２８．５ ２７．０ ２６．０ Ａ未満：８００ppm

Ａ～Ｂ：４００ppm
Ｂ以上：４００ppm
（３／３０～施用停止）

換気扇稼働
開始温度（Ｂ） ２９．５ ３０．０ ３１．０ ３１．０ ３１．０ ３１．０ ３１．０ ３２．０ ３０．０ ２９．０

換気扇

炭酸ガス濃度
低減温度（Ｃ） ２７．５ ２８．０ ２７．０ ２５．５ ２６．５ ２５．５ ２６．５ ２７．５ ２６．０ ２５．０ Ｃ未満：８００ppm

Ｃ～Ｄ：４００ppm
Ｄ以上：施用停止換気扇稼働

開始温度（Ｄ） ２９．５ ２９．０ ２９．０ ２７．５ ２８．５ ２７．５ ２８．５ ２９．５ ２８．０ ２７．０ｘ

ｚいずれの換気方法でも、内張の肩を２２℃で開閉した ｙ炭酸ガス施用は１１月２０日～５月１６日に行った ｘ換気扇だけでは高温となるため、手動
側窓換気を併用

炭酸ガス施用施設ナス栽培で収量増加炭酸ガス施用施設ナス栽培で収量増加
施用前に側窓開放後換気で施用前に側窓開放後換気で

金融・税制などの支援措置を逆引きで
みどり戦略施策活用ガイドブックみどり戦略施策活用ガイドブック

果樹・茶の全品目で減少
２３年 栽培面積の調査から

表２ 炭酸ガス施用条件下における換気方法が収穫果実収量に及ぼす影響（２０２０～２０２１年度）

試験年度 換気方法
収穫果実重（㎏／㎡）

１１／２１～１２／３１ １／１～３／３１ ４／１～６／１７ 通期
全 商品ｚ 秀品ｙ 全 商品 秀品 全 商品 秀品 全 商品 秀品

２０２０
側窓優先 ２．７ ２．５ １．３ ６．９ ６．７ ４．０ ９．６ ８．３ ３．７ １９．３ １７．５ ８．９
換気扇 ２．６ ２．４ １．１ ６．９ ６．５ ３．５ １０．１ ８．５ ３．４ １９．６ １７．４ ８．０

２０２１
側窓優先 ２．２ ２．１ １．１ ７．５ ７．２ ４．３ １１．９ １０．４ ２．４ ２１．７ １９．７ ７．８
換気扇 ２．１ ２．０ ０．９ ７．５ ７．２ ３．９ １１．１ ９．６ １．８ ２０．７ １８．８ ６．７

平均
側窓優先 ２．４ ２．３ １．２ ７．２ ６．９ ４．１ １０．８ ９．３ ３．０ ２０．５ １８．６ ８．４
換気扇 ２．３ ２．２ １．０ ７．２ ６．９ ３．７ １０．６ ９．０ ２．６ ２０．１ １８．１ ７．３

ｚ全収穫果から、褐変のある日焼け果、その他の不良果（曲がり、肥大不良、つやなし等）を除いたもの
ｙ商品果から、陥没のある日焼け果、形状不良果、がく青果を除いたもの

写真・図・表は岡山県農林水産総合センターの資料から
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チーズを作る時に出る「ホエイ」
は現在ほとんどが廃棄されてい
る。栃木県内の有志で構成する「チ
ーズとホエイの祭典実行委員会」
が、１０月２８～２９日に「チーズとホ
エイの祭典」を那須町で開催。ホ
エイを使った料理の販売などを行
った。
戦後開拓酪農家である㈲那須高
原今牧場チーズ工房も出店。ホエ
イの有効活用をアピールした。
那須地域では、ホエイを有効活
用するため、ホエイを使ったお菓
子づくりや、パンの原料にするなどの
取り組みを行っている。祭典では那須
地域のホエイを使った料理以外にも、
全国から集まった人気のチーズ工房の

チーズや、ホエイやチーズを使った料
理を味わえるほか、ホエイを使ったリ
コッタチーズ作りも体験できる２日間
となった。
今牧場では水分ホエイが豊富なチー
ズづくりにも取り組んでいることか
ら、そうした製品を消費者に紹介した。
会場は大勢の来場者で賑わい、訪れた
人々はホエイを使った料理などを楽し
んだ。
チーズとホエイの新たな可能性を広
げるために活動する開拓酪農家の今後
の活躍が楽しみだ。

飼料を安定的に利用するには、国産
飼料の安定的な確保が重要となる。神
奈川県畜産技術センターは飼料用ダイ
ズのリビングマルチとしてイタリアン
ライグラスを用いる実証試験を行っ
た。
◆ダイズとの相性を確認
リビングマルチ（地表を覆うように
して栽培する、雑草抑制のための植物）
に用いたイタリアンライグラスは、早
生、中生、中晩生、晩生の４品種で、
いずれも前年１１月に播種し、４～５月

に収穫後、ダイズを条間３７．５㎝、株間
１４㎝で不耕起播種した。
◆早生・中生品種がリビングマルチ
に有効
ダイズの乾物収量は、晩生のイタリ
アンライグラスリビングマルチで最も
少なくなった。早生・中生品種がダイ
ズとの二毛作に最も適しているとみら
れた。ダイズサイレージの粗たんぱく
質（ＣＰ）含有量は一般的なアルファ
ルファの含有率には及ばなかったが、
発酵品質は４品種ともに「良」の評価
だった。
以上のことから、飼料用ダイズのリ
ビングマルチには、短期利用型の耐倒
伏性に優れた品種が適しているとみら
れた。飼料用ダイズ・イタリアンライ
グラスとも牛に給与できるため、リビ
ングマルチとしてイタリアンライグラ
スを活用したい。

牛乳の値上げにより、消費の低迷
が危惧されている。そこで、（一社）
中央酪農会議は、牛乳の消費喚起の
ため、１０月１６日から YouTube で

「酪農家メッセージ動画」と「酪農
体験動画」を配信している。
アイドルグループの「高嶺のなで
しこ」が応援アンバサダーを務める。

「酪農体験動画」は、搾乳や子牛への
ミルク給与の体験を通じ、酪農家へ
の共感を深める内容となっている。
「酪農メッセージ動画」は、飼料
高騰などに苦しむ酪農家からの切実
な思いをメッセージ動画として配信
している。

農水省は１０月２６日、「アニマルウェ
ルフェアに関する新たな国の指針につ
いて～豚～」と題し、説明会を開いた。
これまで指針の作成やその運用が民間
の団体に一任されていたアニマルウェ
ルフェアについて、日本のアニマルウ
ェルフェアが国際水準の取り組みとな
るよう、国が新たな指針を示すことに
なったため、その概要を説明した。
◇チェックリストを活用
指針には管理方法・栄養・豚舎・飼
養方式、構造及び飼養空間・豚舎の環
境・アニマルウェルフェアの状態確認

等・豚のアニマルウ
ェルフェアの測定指
標の７つの大項目が
ある。また、チェックリストで日々取り
組むべき事項が示されており、畜舎を
チェックして確認することができる。
アニマルウェルフェアのポイント

は、家畜の快適性に配慮した飼養管理
を生産者が実行することであるため、
リストを活用して日々の飼養管理を工
夫したい。
チェックリストは、農水省ホームペ
ージから「豚チェックリスト」で検索。

全国各地でクマの出没が
相次いでおり、被害が過去
最悪となっている。クマの
襲来を防ぎ、飼料の食害や
人や牛への被害を防止する
ため、栃木県農政部経営技
術課は、被害が多発してい
るデントコーンの代替作物
としてスーダン型ソルガム
（子実型ソルガム×スーダ
ングラスの単交配一代交雑
種で、再生力が旺盛）を栽
培する実証を行った。
●方法
供試区はスーダン型ソルガム「涼

風」、対照区はデントコーンを、それ
ぞれ２５ａ栽培した。
●結果
スーダン型ソルガムは２番草まで収
穫予定だったが、台風などの影響で１
番草の収穫が遅れたため、再生草の収
穫はできなかった。両区でクマの姿が

赤外線カメラで確認されており、被害
は、スーダン型ソルガムは被害率・面
積ともにゼロ。デントコーンは２１％で
５．２４ａの被害だった。
スーダン型ソルガムの飼料成分・発
酵品質はともに府県平均値と同程度だ
った（表）。また、乳牛の嗜好性もよ
く、自ら好んで摂取していた（写真）。
以上のことから、クマの食害でデント
コーンの作付けが困難な地域では、転

換作物としてスーダン型ソルガ
ムが有効であることがうかがえ
た。実証ではTDN収量はデン
トコーンの方が高かったが、２
番草まで収穫できれば、デント
コーンと同等のTDN収量が見
込める。
多発するクマの食害対策と飼
料確保の手段として、有効活用
したい。

涼風分析結果
項目 分析値 （参考）デントコーン

水分（％） ７０．０ ７２．８

粗たんぱく質（％） １０．１ ８．５

ＴＤＮ（％） ４８．０ ６７．９

ＮＤＦ（％） ６９．５ ４８．９

硝酸態窒素（％） ０．０６ ―

乳酸（％） ２．２ ―

酪酸（％） ０ ―

Ｖスコア（点） ８９．１ ―
表・写真ともに栃木県農政部経営技術課の資料から

栃
木今牧場「チーズとホエイの祭典」に参加 チェックリストの活用を

ホエイの消費喚起促進に 養豚ア ニ マ ル
ウェルフェアの新たな指針

イベントで出店している今牧場
写真提供：（有）那須高原今牧場

クマの食害防いで粗飼料栽培
スーダン型ソルガムで

飼料用ダイズのリビングマルチ
イタリアンライグラスで

収穫の様子 スーダン型ソルガムのサイレージを食べる
牛の様子神奈川県畜産技術センターの資料から

応援メッセージ動画公開
酪農家からの訴えや体験活動も

酪農家メッセージ動画
（一社）中央酪農会議の資料から



開 拓 情 報（7） 第787号 2023年（令和5年）11月15日（毎月１回１５日発行）

佐賀県西南部に位置する鹿島市七浦
第一開拓地は、標高３００ｍで気候は温暖
だが冬季は北西風が強く、夏は台風の
通路といわれ雨量が多い地域である。
同開拓地では、多品種の作物を栽培
し共同出荷していた。その後、干ばつ
の影響を受けたこともあり、入植者全
員がミカン栽培に取り組んだ。しかし、
ミカンの生産過剰で価格が低迷したこ
とから、現在ではミカン専業と畜産専

業に分かれて営農している。その中か
ら、初代から大事に牧場を受け継ぐ開
拓農家、井上さんを紹介する。
５６（昭和３１）年に初代の井上福義さ
んが入植し、芋・カンショとミカンを
栽培。７５年に現在の経営主である富男
さん（佐賀県開拓畜産事協代表理事理
事長、７０歳）が、０３年には長男の貴好

さん（４０歳）が就農した。牧場
は、富男さん夫妻、貴好さんと
その妹さんの計４名で管理して
いる。
始めは乳用種肥育牛を飼養し
ていたが、交雑種、黒毛和種へ
と飼養品種を変更するとともに
繁殖牛を増頭していった。現在は、黒
毛和種肥育牛を１８０頭、繁殖牛を６３頭、
子牛を４２頭の計２８５頭を飼養している。
徹底した飼養管理により、枝肉成績は、
去勢・メスともに良好で安定している。
また出荷月齢も比較的早く、肥育期間
の短縮にもつながっている。
副産物として堆肥の生産も行ってお
り、佐賀県内のタマネギ・アスパラガ
ス・トマト・キュウリ・ミカンの生産
農家に出荷している。利益のためだけ
ではなく、発生するふん尿の処分のた
めに良い堆肥を作ることを心がけてお
り、県内の畑作農家への営業活動に努
めているそうだ。
飼養している牛を見ると、首に箱型
の機械が巻き付けられていた。質問す

ると、首にセンサーを装着することで
行動をモニタリングしているそうだ。
システム導入前は、起立困難による死
亡牛が発生していたが、機械の装着に
よって、事故を未然に防ぐことができ
るようになったという。使用料を月額
数万円払う必要があるが、死亡牛の発
生によるロスを考えると安く済むとの
こと。ちなみに、同センサーを佐賀県
内で導入したのは井上さんが初めてだ
そうだ。
今後は、人工授精師免許を取得する
とともに繁殖牛の増頭を図り、一貫経
営の確立を目指したいという。肥育牛
を２００頭、繁殖牛１００頭、子牛７０頭の計
３７０頭を将来の目標としており、今後さ
らなる規模拡大が期待される。

福岡県飯塚市北部で肥育経営を行
う、農事組合法人穂坂牧場を訪れた。
６８（昭和４３）年、初代の穂坂恵之輔

や き やま

さんが八木山開拓地へ入植し、開拓牛
（乳用種）２７頭の肥育経営を開始した。
０５年に貴彦さん（４４歳）が代表理事に

就任し、代表者として本格的に事業経
営に参画した。現在は、貴彦さん夫妻
と６名の従業員で交雑種８００頭の肥育
と堆肥生産などを行っている。
貴彦さんは交雑種へ品種を変更し、
発酵飼料などを給与した肥育牛の出荷
を開始した。発酵飼料（エコフィード）
を給与することで、枝肉成績の向上に
つながっている。肥育日数を短縮しつ
つも肥育成績は年々向上しており、安

定した経営を実現している。
枝肉成績、事故率、疾病予防
といった経営に直結する飼養管
理は、PDCA（計画・実行・評
価・改善）サイクルを基に改善
を図っており、その対応の早さ
には定評を得ている。
同牧場は肥育事業を主体とし
ているが、食品副産物をサイレ
ージ化した発酵飼料を販売して
いる。素牛の導入は、市場導入
を行わず特定農場から直接導入

している。さらに、提携する生産農場
に同牧場で給与する発酵飼料を購入、

じ

給餌してもらうことで素牛のストレス
緩和と一貫生産体制を実現している。
生産された牛肉は、特定の販売先に
相対取り引きを行っており、赤身のう
ま味成分を特長としている。また、飯
塚市のふるさと納税の返礼品に登録さ
れているほか、注文があれば販売した
肉を買い戻してパック単位で販売する
ことで、消費者と直接つながることが
できている。
敷料には基本的にバークを使用し、
堆肥化では水分調整と切り返しを念入

りに行っている。生産された堆肥は袋
詰めやバラ売りで、ホームセンターや
公共工事用などに販売。一部は近隣の
稲作農家と稲わらと交換しているほ
か、再生堆肥として敷料への再利用も
している。
今後は、「穂坂牧場牛」などプライ
ベートブランド化のために商標登録な
どすることで、差別化を目指すという。

農畜産業振興機構は、肉用牛肥育経
営安定交付金（牛マルキン）の交付金
単価（２３年９月分、確定値）を公表し
た。
交雑種で標準的販売価格が標準的生
産費を下回ったため、交付が行われる。
肉専用種は４２都道府県で発動した。乳

用種は素畜費が５万円ほど下がったた
め、７年ぶりに発動しなかった。
交付金単価（１頭当たり）は、交雑
種が４万５２４７円（前月は５万６６４３．３円、
確定値）となっている。
前月分と比べると、交雑種は生産費
が増加したが、販売価格が上昇したた
め交付金は減額。乳用種は素畜費が減
少し、販売価格が上昇したため交付は
なかった。

（一社）日本家畜人工授精師協会は、
２３年第２四半期（４～６月期）の「乳
用牛への黒毛和種の交配状況について
（速報）」を公表した（下表）。

黒毛和種の交配割合は、北陸・中四
国・九州以外の５地域で減少した。
なお、性選別精液（乳用雌）の利用
割合（全国平均）は２１．７％と増加した。

地域 延べ人工
授精頭数

黒毛和種
授 精 数

黒毛和種の
割 合（％）

黒 毛 和 種
交 配 割 合
前期比（％）

黒 毛 和 種
交 配 割 合
前年同期比（％）

北海道 ２２２，９９５ ６４，６２６ ２９．０ ▲１．６ 同率
東 北 ７，５９４ ３，２８１ ４３．２ ▲０．８ １．７
関 東 １４，２５０ ７，８８１ ５５．３ ▲３．５ ▲０．３
東 海 ４，６７３ ３，１０５ ６６．４ ▲１．６ ８．７
北 陸 ９７６ ６０１ ６１．６ ２．１ １３．６
近 畿 ３，６８４ ２，３９７ ６５．１ ▲３．３ ０．９
中四国 ４，０３２ ２，９７１ ７３．７ ３．７ ▲０．５
九 州 ４，８７６ ３，３９２ ６９．６ ０．２ ３．８
都府県 ４０，０８５ ２３，６２８ ５６．７ ▲２．１ ２．７
全 国 ２６３，０８０ ８８，２５４ ４１．２ ▲１．８ １．１

（一社）日本家畜人工授精師協会の資料から作成

佐賀県鹿島市
七浦第一開拓

井上富男さん・貴好さん
首にはセンサーが装着されていた

左：富男さん 右：貴好さん

福岡県飯塚市
（農）穂坂牧場
穂坂貴彦さん

消毒液散布には果樹園用のス
ピードスプレーヤーを用いる

乳用牛への黒毛和種交配４１．２%に減少
性選別利用割合は増加続く

交雑牛と立つ貴彦さん

交雑種で発動続く
牛マルキン９月分
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牛枝肉牛枝肉

豚枝肉豚枝肉

１１月３日（文化の日）、東京都・豊
洲公園とららぽーと豊洲において、Ｊ
ミルク主催による「土日ミルクフェス
２０２３」が開催された。給食のない休日
にも牛乳を飲む習慣づくりのプロジェ
クトで、汗ばむ陽気の連休初日に大勢
の家族連れで賑わった。
タレントのおいでやす小田、こがけ
ん、３時のヒロイン（福田麻貴・かな
で）らがオープニングを盛り上げた。
会場では、全国の牛乳やヨーグルト
の無料飲み比べや、牛乳を使った料理
（ミルク塩ラーメン、白いカレー）の
試食コーナーで長い行列ができた。各

地の牛乳やチーズなどの販売ブース
や、牛の模型での乳しぼり体験、牛乳
の栄養などを学べるコーナーなど、盛
りだくさんだった。
中でも、子どもたちが一番興味を持
ったのが、初産の経産牛と子牛たちだ
った。千葉県八街市から、朝早く搾乳
してから駆け付けた。ほとんどの子が
牛を見るのが初めてで、目を大きくし
て観察していた。夕方には搾乳の実演
も行われた。
ショッピングモールのららぽーと豊
洲会場でも、乳しぼり体験ができ、全
国の牛乳パックが展示されていた。

年末商戦に向け
引き合いは徐々
に強まるか

１１月の中旬に入り、いきなり冬の寒
さがやってきて、行楽の秋がなくなる
のではないかと心配になる。
諸物価高騰による消費者の低価格志
向は続いているが、年末商戦を迎え相
場は上昇してきている。
【乳去勢】１０月の東京食肉市場の乳
牛去勢Ｂ２の税込み枝肉平均単価（速
報値）は、８３９円（前年同月比８１％）と
なり、前月より９３円上がった。１１月に
入り８５０円を上回る相場となってきた。
消費者の低価格志向で乳用種の引き合
いはやや強くなっている。
【Ｆ₁去勢】１０月の東京食肉市場の交
雑種去勢税込み枝肉平均単価は、Ｂ３
が１４４５円（同９５％）、Ｂ２が１２５０円（同
９３％）だった。前月に比べ、Ｂ３は９

円下がり、Ｂ２は１円上昇した。１１月
に入ってからはＢ３で１５００円を超える
日が多くなってきた。
【和去勢】１０月の東京食肉市場の和
牛去勢の税込み枝肉平均単価はＡ４が
２０７８円（同８９％）、Ａ３が１８２９円（同
８６％）だった。前月に比べ、Ａ４が１３
円、Ａ３は２８円それぞれ上がった。１１
月中旬までは、Ａ４で２２００円台での推
移となっている。
【輸入量】農畜産業振興機構は１１月
の輸入量を総量で３万５５００ｔ（同９０％）
と予測。内訳は、冷蔵品１万５２００ｔ（同
８６％）、冷凍品が２万３００ｔ（同９３％）。
冷蔵品、冷凍品ともに豪州産を除くほ
とんどの輸入先で減少し、前月とほぼ
同量で推移すると予測した。
【出荷頭数】１１月の出荷頭数は、和
牛５万２８００頭（同９８％）、交雑種２万
５０００頭（同１００％）、乳用種２万９４００頭

（同９６％）と、例年どおり年間で一番
多い出荷頭数となる見込み。
出荷頭数は増えるが、輸入は伸びず、
年末商戦に入り荷動きは活発となる。
消費動向が気になるが、例年通りとは
いかないまでも、年末に向け相場は上
昇が見込まれる。
向こう１ヵ月の東京市場の税込み枝
肉平均単価は、乳去勢Ｂ２が８５０～９５０
円、Ｆ₁去勢Ｂ４が１７００～１８００円、同Ｂ
３が１４５０～１５５０円、同Ｂ２が１３００～
１４００円、和牛去勢Ａ４が２２００～２３００円、
同Ａ３が１９００～２０００円での推移か。

出荷頭数が安定
して、５００円絡み
で落ち着くか

１０月の東京食肉市場の豚枝肉税込み
平均単価は、上物が５５８円（前年同月比
９１％）、中物は５４１円（同９１％）となった。
前月に比べ上物が１３７円、中物が１３１円
とそれぞれ１３０円以上の急落となった。
１１月に入ると、上物が５００円台前半で
推移しており、５００円を割る日も出てき
ている。

消費者の低価格志
向は豚肉に追い風で
あったが、鶏肉への
シフトがこれまで以
上に強くなってきた
よう。
農水省の肉豚生産
出荷予測によると、
１１月は１４８万頭（前年
同月比１００％）で、前
月と比べると、１万
６０００頭増の見込み。
猛暑による頭数減も
解消され、前年並み

の出荷頭数が見込まれる。
農畜産業振興機構の需給予測による
と、１１月の輸入量は総量で６万９５００ｔ
（同７９％）と、大幅に減少の見込み。
内訳は、冷蔵品３万１３００ｔ（同７４％）、
冷凍品３万８２００ｔ（同８４％）。
輸入量は減少しているが、出荷頭数
が安定して引き合いは弱まっている。
向こう１ヵ月の東京食肉市場税込み
平均枝肉単価は、上物が５００円絡み、中
物も４５０～５５０円で推移か。

和子牛価格の下
落に歯止めが効
かず今後も軟調

【スモール】１０月の全国２４市場の１
頭当たり税込み平均価格（農畜産業振
興機構調べ、月末の取引結果を除く暫
定値）は、乳雄が４万５１９０円（前年同
月比２１９％）、Ｆ₁（雄雌含む）は６万９３７５
円（同７６％）となった。前月に比べ、
乳雄は１万２４５２円上昇し、Ｆ₁が３２７７円
の続落となった。
交雑種は市場によりバラツキがあ

り、１０万円超から５万円を切る（北海
道に多い）市場に分かれている。
【乳素牛】１０月の乳素牛の全国１頭
当たり税込み平均価格（左表、月末の
取引結果を除く暫定値）は、乳去勢が

１８万２５４０円（同１４８％）、Ｆ₁去勢は３３万
１６８６円（同９４％）だった。前月に比べ
乳去勢は９５３３円下げ、Ｆ₁去勢は１万
２１２５円上昇した。
Ｆ₁去勢は前月までの下げ基調から

の反発と、品薄感があって上昇に転じ
たと見られる。
【和子牛】１０月の和子牛去勢の全国
１頭当たり税込み平均価格（同）は、
５４万５４０９円（同８４％）で、前月より８７５４
円のマイナスとなった。
肉用子牛補給金が２１年ぶりに黒毛和
種に発動する。
前月ほどの急落ではないが、牛枝肉
相場が低調で、肥育農家の素牛導入は
依然としてブレーキがかかっている。
今後も弱もちあいの推移か。

左 : こがけん、おいでやす小田、福田麻貴、かなで
上 : 牛乳飲み比べ、下 : 本物の牛に興味津々

１０月の子牛取引状況 （頭、kg、円）

ブ ロ ッ ク 品種
頭 数 重 量 １頭当たり金額 円／kg

当月 前月 当月 前月 当月 前月 当月 前月

北 海 道
乳去 ５１２ ５０４ ３１６ ３０９ １８５，８７４ １８８，４３８ ５８８ ６１０
Ｆ１去 ２，２４１ ２，１３０ ３３９ ３３９ ３３１，７８５ ３１８，２２０ ９７９ ９３９
和去 ２，４６２ ２，４９２ ３３４ ３３６ ６０７，４７５ ６０２，９４９ １，８１９ １，７９４

東 北
乳去 ２ ２ ２９６ ２０９ ６６，５５０ ３２，４５０ ２２５ １５６
Ｆ１去 ４ ２ ２９６ ２７１ １２５，１２５ １４８，５００ ４２３ ５４８
和去 ２，３９８ ２，４５４ ３２１ ３１４ ５６３，１４０ ５６９，０９５ １，７５６ １，８１３

関 東
乳去 １ ５９ ２０１ ３０４ ３８，５００ ２７２，３５３ １９２ ８９６
Ｆ１去 １６１ １６４ ３４５ ３５７ ３３１，１４８ ３２８，６５２ ９５９ ９２１
和去 ９９５ ７４９ ３１４ ３２２ ５５８，１４７ ６００，３５２ １，７７５ １，８６４

北 陸
乳去 － － － － － － － －
Ｆ１去 － － － － － － － －
和去 ８９ ６３ ２９４ ３０９ ６０７，０８９ ５６２，２７５ ２，０６５ １，８２０

東 海
乳去 １ ２ ２８３ ２８０ ３，３００ ９２，９５０ １２ ３３２
Ｆ１去 ４１ ６５ ３３３ ３２４ ３０５，６３９ ３０１，０１１ ９１８ ９３０
和去 ２１３ ４８０ ２６９ ２８５ ５８８，３８１ ５７２，５３２ ２，１８５ ２，０１１

近 畿
乳去 － － － － － － － －
Ｆ１去 － － － － － － － －
和去 １７２ ４２６ ２５８ ２７３ ８４７，０３２ ７９５，９２７ ３，２７７ ２，９１９

中 四 国
乳去 １５ ２５ ３１２ ３００ １２２，３２０ １０８，１０８ ３９２ ３６０
Ｆ１去 ３００ ２７８ ３３０ ３３４ ３３３，５５３ ３３４，３７３ １，０１１ １，０００
和去 ７９６ ７２０ ３０６ ３０１ ５１４，００５ ５４１，５２２ １，６７８ １，７９７

九州・沖縄
乳去 ３ ３ ３１５ ２７３ ９９，７３３ ９６，０６７ ３１７ ３５２
Ｆ１去 ２９９ ４２２ ３４２ ３３６ ３３５，６９５ ３１６，７０６ ９８２ ９４２
和去 ８，８８７ １０，７７５ ２９９ ２９９ ５１７，３３２ ５２６，６８９ １，７２８ １，７６１

全 国
乳去 ５３４ ５９５ ３１５ ３０８ １８２，５４０ １９２，０７３ ５７９ ６２４
Ｆ１去 ３，０４６ ３，０６１ ３３８ ３３９ ３３１，６８６ ３１９，５６１ ９８１ ９４３
和去 １６，０１２ １８，１５９ ３０８ ３０６ ５４５，４０９ ５５４，１６３ １，７７１ １，８１１

注 : （独）農畜産業振興機構の公表データを基に本紙集計、当月は暫定値。
価格は消費税込み、重量・金額・単価は加重平均。－は上場がなかったことを示す。
関東ブロックは山梨県、長野県、静岡県を含む。

乳牛が都会で牛乳アピール乳牛が都会で牛乳アピール
土日ミルクフェス ２０２３ in豊洲
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